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Process

Outcome

Structure

18 尿路感染症の新規発生率(入院件数当たり)

  指標の意義
尿道カテーテルの安易な留置は、患者のＡＤＬを下げ、感染のリスクを増やす。特に高齢者では感染を起こすとしばし
ば致死的である。高齢者・亜急性～慢性期患者のケアの質の指標として、なるべく留置しないケアの実施、清潔管理が
求められる。

  指標の定義・算出方法
・必要データセット：様式１、Eファイル
・分子：入院後、カテーテル留置による尿路感染症を発生した症例
・分母：全退院症例
・分子÷分母　（単位：パーセント）
分母の定義
Ⅰ.	解析期間に退院した症例を対象とする
分子の定義
Ⅰ.	入院後に尿路感染症を発症した症例
	� 入院後発症疾患名のいずれかにICD-10コードとして「T835」（尿路系プロステーシス，挿入物及び移植片による

感染症及び炎症性反応）が含まれる症例

  測定上の限界・解釈上の注意
尿路感染症の診断日が不明のため、因果が逆転している症例の存在も考えられる。
病名の入力がされていない場合（未入力、ほかの病名により欄が不足など）、検出力が下がる可能性があり、一方で入力
に努めている施設では発症率が高く算出される可能性がある。

  考察
最小値0　25％値0　中央値0　75％値0.03　最大値0.06
回答病院　46

　JANISのサーベイランスのデータからはDevice Days/総入室患者数は約0.2であり、Indexの中央値は1.5です。
従って、当指標のベンチマークは0.07程度と推測されます。民医連QIのデータはこれより相当低い値が得られていま
すが、当院(京都民医連中央病院)では、2016年はカテーテル関連尿路感染症は100本、Device Daysは19736日、
Indexは5.1となっているように、T835へのコーディングが非常に少ないためと思われます。
　当指標は病名コードとしてN39が選択された場合には分子としてカウントされないため、コーディングが指標の精
度に大きな影響を与えるものです。一昨年の研修会にてその旨を報告しているが改善がみられていません。
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指標 18 Outcome尿路感染症の新規発生率(入院件数当たり)
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